
第７回県政インターネットモニターアンケート集計結果 

食の安全・安心に関するアンケート 

 

※グラフの中の「ｎ」は、各設問の回答者総数を示す。 

※各回答項目の割合（％）は、端数処理の関係上（小数第二位を四捨五入）、合計が 100％

にならない場合がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 食の安全・安心に関するアンケート 

 

食品は、その安全性や信頼性が大変重要であるため、県では、食の安全・安心

を確保するための様々な取組を進めています。 

そこで、「食の安全・安心に関する意識調査」を実施し、今後の施策の参考と

したいので、ご協力をお願いします。 

 



 

 

 

 

回答者数： 555 人（回答率：91.1％） 

 カテゴリー名 回答者数 ％ 

男性 272 49.0% 

女性 282 50.8% 

性別 

その他 1 0.2% 

10 代 4 0.7% 

20 代 22 4.0% 

30 代 81 14.6% 

40 代 124 22.3% 

50 代 133 24.0% 

60 代 96 17.3% 

70 代 75 13.5% 

80 代 20 3.6% 

年代 

90 代 0 0.0% 

東部 166 29.9% 

中部 207 37.3% 

西部 181 32.6% 

住所 

県外 1 0.2% 

自営業 29 5.2% 

会社員 198 35.7% 

公務員 14 2.5% 

パート・内職従事者 93 16.8% 

学生 11 2.0% 

無職 184 33.2% 

職業 

その他 26 4.7% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○ 食の安全・安心に関するアンケート 

 

問１ あなたは、県内で購入する食品の安全性について、どの程度信頼できると思いますか。

（回答数は１つ） 

ｎ＝555（回答数１）

６　分からない
0.9%４　あまり信頼でき

ない
1.3%

５　まったく信頼で
きない
0.2%

２　ある程度信頼
できる
74.2%

３　どちらともいえ
ない
13.2%

１　おおいに信頼
できる
10.3%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問１－２ 問１で「４ あまり信頼できない」または「５ まったく信頼できない」を選択された方

に伺います。具体的に何に対して不安を感じますか。（複数回答可） 

ｎ＝８（複数回答可）

75.0%

87.5%

87.5%

25.0%

0.0%

12.5%

37.5%

37.5%

12.5%

12.5%

25.0%

12.5%
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80.
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90.
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100
.0%

１　食品添加物

２　輸入食品

３　残留農薬

４　病原性微生物（食中毒、鳥インフルエンザ
など）

５　野生鳥獣の食肉（ジビエ）

６　食品の放射性物質汚染

７　遺伝子組換え食品

８　牛海綿状脳症（ＢＳＥ）

９　食物アレルギー物質

10　健康食品

11　食品の表示

12　その他

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問１－３ 問１で「４ あまり信頼できない」または「５ まったく信頼できない」を選択された方

に伺います。信頼できない理由は何ですか。（複数回答可） 

ｎ＝８（複数回答可）

50.0%

25.0%

37.5%

62.5%

75.0%

0.0%

25.0%

0.0% 10.0
%

20.0
%

30.0
%

40.0
%

50.0
%

60.0
%

70.0
%

80.0
%

１　見聞きする食品の安全性に関する情報が
信用できないから

２　食品の安全性に関する情報を入手する手
段が分からないから

３　食中毒や産地偽装などの事件・事故の
ニュース・報道を見るから

４　食品製造施設で衛生管理がどのように行
われているか分からないから

５　食品の表示が信用できないから

６　食品の表示を見ても、よく分からないから

７　その他

 

 

問２ 県では、食の安全・安心を推進するために様々な取組を実施しています。 

  あなたは、次の５つの取組について知っていますか。（回答数は１つ） 

 

（取組１）食の総合相談窓口の設置 

 

県民の皆様の食に関するあらゆる相談を受け付けるため、静岡県衛生課や県内各保

健所の食品衛生担当課に設置している。 

ｎ＝555（回答数１）

１　知っている
22.2%

２　知らない
77.8%

 



問２－２ （取組２）食品検査の検査結果の公表 

 

食に対する不安を解消する観点から、県民の皆様の関心が特に高い項目（放射性物質、

食物アレルギー物質、遺伝子組換え食品及び残留農薬）の検査結果についてホーム

ページ等で公表している。 

ｎ＝555（回答数１）

１　検査結果を確
認したことがある

2.5%

２　知っているが、
検査結果を確認し

たことはない
31.4%

３　知らない
66.1%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問２－３ （取組３）HACCP（ハサップ）による衛生管理の推進 

 

安全な食品を製造するための衛生管理の手法として、HACCP（ハサップ）という手法が

あります。 

ｎ＝555（回答数１）

１　HACCPの名称
を聞いたことがあ
り、意味も知って

いる
18.7%

２　HACCPの名称
を聞いたことがあ
るが、意味は知ら

ない
38.4%

３　HACCPの名称
の言葉も意味も知

らない
42.9%

 

 

問２－４ （取組４）食の安全・安心に関する講習会、意見交換会の開催 

 

  食の安全・安心について、消費者との意見交換を通じた説明会を開催している。 

ｎ＝555（回答数１）

３　知らない
75.7%

２　知っているが、
参加したことはな

い
21.1%

１　参加したことが
ある
3.2%

 

 



問２－５ （取組５）「食の都ブランド適正表示マーク」の商品表示または店舗掲示 

 

   静岡県では、食品表示が適正であることを示す「食の都ブランド適正表示マーク」の普

及を図ることにより、食品表示の適正化を図っている。 

ｎ＝555（回答数１）

４　見たこともない
し、意味も知らな

い
42.2%

２　見たことはある
が、意味は知らな

い
33.9%

１　見たことがあ
り、意味も知って

いる
13.2%

３　見たことはない
が、意味は知って

いる
10.8%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問３ あなたは、食品を購入する際に、食品表示を確認していますか。（回答数は１つ） 

 

 ※食品表示とは、原材料や産地、賞味期限などその食品に関するさまざまな情報を消費

者に知らせるための表示のことを言います。 

ｎ＝555（回答数１）

４　まったく確認し
ていない
9.9%

３　どちらかといえ
ば確認していない

14.4%

２　どちらかといえ
ば確認している

50.1%

１　必ず確認して
いる
25.6%

 



問３－２ 問３で「１ 必ず確認している」または「２ どちらかといえば確認している」を選択さ

れた方に伺います。あなたが、食品表示の中で主に確認している項目は何で

すか。（回答数は３つ） 

ｎ＝420（回答数３つまで）

45.2%

79.0%

75.5%

28.6%

2.9%

14.3%

11.0%

11.2%

5.2%

3.1%

1.9%

0.5%

0.0% 10.0
%

20.0
%

30.0
%

40.0
%

50.0
%

60.0
%

70.0
%

80.0
%

90.0
%

１　原材料名

２　原産地名（原産国名）や原料原産地名

３　賞味期限や消費期限

４　食品添加物

５　アレルギー表示

６　栄養成分表示（カロリーなど）

７　内容量

８　遺伝子組換え表示

９　農薬の使用に関する表示（有機栽培、特別
栽培など）

10　銘柄(ブランド)の表示

11　「おなかの調子を整えます」、「脂肪の吸収
をおだやかにします」など、食品の機能性に関

する表示

12　その他

 

 

 

 

 

 



問３－３ 問３で「３ どちらかといえば確認していない」または「４ まったく確認していない」

を選択された方に伺います。 

あなたが、食品表示をあまり確認しない理由は何ですか。（回答数は１つ） 

ｎ＝135（回答数１）

１　見方がよく分か
らない
27.4%

２　確認する必要
がない
20.7%

３　興味がない
23.7%

４　食品表示自体
を知らない

21.5%

５　その他
6.7%

 

 

問４ あなたは、食品表示の中の栄養成分表示（カロリーなど）を活用したいと思いますか。

（回答数は１つ） 

ｎ＝555（回答数１）

３　活用したいと思
わない
17.8%

１　既に活用して
いる
42.9%

２　活用したいが、
活用方法や見方
がわからない

39.3%

 

 

 

 

 

 



問５ あなたは、食品表示を信頼できると思いますか。（回答数は１つ） 

ｎ＝555（回答数１）

５　まったく信頼で
きない
0.7%

６　分からない
1.3%

４　あまり信頼でき
ない
2.9%

２　ある程度信頼
できる
71.2%

１　おおいに信頼
できる
5.4%

３　どちらともいえ
ない
18.6%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問５－２ 問５で「４ あまり信頼できない」または「５ まったく信頼できない」を選択された方

に伺います。あなたが、食品表示を信頼できないと思う食品は何ですか。（複数

回答可） 

ｎ＝20（複数回答可）

35.0%

60.0%

45.0%

35.0%

70.0%

55.0%

60.0%

35.0%

35.0%

55.0%

85.0%

15.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

１　米

２　野菜

３　果物

４　緑茶

５　牛肉

６　豚肉

７　鶏肉

８　牛乳

９　卵

10　水産物

11　加工食品（冷凍食品を含
む）

12　その他

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問５－３ 問５で「４ あまり信頼できない」または「５ まったく信頼できない」を選択された方

に伺います。あなたが信頼できないと思う食品表示の内容は何ですか。（複数回

答可） 

ｎ＝20（複数回答可）

60.0%

70.0%

50.0%

70.0%

15.0%

20.0%

40.0%

45.0%

65.0%

20.0%

45.0%

0.0%

0.0% 10.0
%

20.0
%

30.0
%

40.0
%

50.0
%

60.0
%

70.0
%

80.0
%

１　原材料名

２　原産地名（原産国名）や原料原産地名

３　賞味期限や消費期限

４　食品添加物

５　アレルギー表示

６　栄養成分表示（カロリーなど）

７　内容量

８　遺伝子組換え表示

９　農薬の使用に関する表示（有機栽培、特別
栽培など）

10　銘柄(ブランド)の表示

11　「おなかの調子を整えます」、「脂肪の吸収
をおだやかにします」など、食品の機能性に関

する表示

12　その他

 

 

 

 

 

 



問６ ＧＡＰ（農業生産工程管理）とは、農業者が農産物を生産する際に①食の安全②環境

への影響、③労働事故、④人権侵害等のリスクを減らすために実施する様々な取組

です。 

あなたは、この農業者が実施する「ＧＡＰ」を知っていますか。（回答数は１つ） 

ｎ＝555（回答数１）

３　ＧＡＰの名称だ
けを知っている又
は見たことがある

20.2%４　まったく知らな
い

66.5%

２　ＧＡＰの取組だ
けを知っている

8.1%

１　ＧＡＰの名称と
取組の内容を知っ

ている
5.2%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問７ しずおか農林水産物認証制度は、食の安全・安心向上に努める、県内の農林水産業

者の取組を認証する静岡県版のＧＡＰ認証制度です。環境にやさしい生産方法や、作

業現場の衛生管理、情報開示などに関するルール作りと、その実践・改善の取組につい

て、県が審査しています。認証取得者は「しずおか農林水産物認証制度マーク」を農産

物に表示して販売できますが、あなたはこの制度とマークを知っていますか。（回答数は

１つ） 

ｎ＝555（回答数１）

４　制度もマークも
知らない
51.9% ３　マークは知って

いる
30.3%

２　制度は知って
いる
11.7%

１　制度もマークも
知っている

6.1%

 
 

問８ あなたは、レストランなどのメニュー等の表示について、事実と異なった食材や産地を

表示しているのではないかなど、不審に思ったことはありますか。（回答数は１つ） 

ｎ＝555（回答数１）

１　頻繁にある
5.0%

４　ない
10.8%

３　ほとんどない
46.1%

２　ときどきある
38.0%

 
 



問８－２ 問８で「１ 頻繁にある」または「２ ときどきある」を選択された方に伺います。あなた

が、不審に思った表示はどんなものですか。（複数回答可） 

ｎ＝239（複数回答可）

70.3%

62.8%

46.0%

43.1%

2.9%

0.0% 10.0
%

20.0
%

30.0
%

40.0
%

50.0
%

60.0
%

70.0
%

80.0
%

１　産地（外国産を国産と表示している等）

２　ブランド（有名ブランド牛でない国産牛を有
名ブランド牛と表示している等）

３　名称（細かい肉を結着・圧着した成形肉を
ステーキと表示している等）

４　原材料（バナメイエビを芝エビと表示してい
る等）

５　その他

 
 

問９ 県では環境に配慮した農法として「有機農業※」を推進しています。あなたはこれま

でに「有機農業」で生産された農産物を購入したことがありますか。（回答数は１つ） 

 

※ 化学肥料、化学農薬、遺伝子組み換え技術を全く使用しないで農産物を生産する取

り組みを「有機農業」と呼びます。 

ｎ＝555（回答数１）

２　購入したことが
ない
9.2%

３　分からない（意
識したことがない）

32.1%

１　購入したことが
ある
58.7%

 

 

 

 

 

 



問９－２ 問９で、「１ 購入したことがある」を選択された方に伺います。あなたはこれまでに

「有機 JAS マーク※」が表示された農産物を購入したことがありますか。（回答数

は１つ） 

 

※ 国の登録を受けた認定機関が生産方法を検査し、有機農産物の日本農林規格

（JAS）に適合していると認定された農産物には「有機 JAS マーク」を付けられます。ま

た、包装などに、「有機農産物」、「有機栽培農産物」、「オーガニック○○（○○は作

物名）」などと表示できるのは「有機 JAS マーク」が付いている場合だけです。 

ｎ＝326（回答数１）

２　購入したことが
ない
5.2%

３　分からない（意
識したことがない）

23.9%

１　購入したことが
ある
70.9%

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問 10 静岡県では静岡県産の有機農産物が「いつ、どこで手に入るか」や、作っている生産

者、関連イベント等について、まとめて情報を得られるポータルサイト「ふじのくに環

境にやさしい農芸品・農業者ネットワーク」を開設しています。あなたは、このサイトを

利用したことがありますか（回答数は１つ） 

ｎ＝555（回答数１）

４　ポータルサイト
を知らなった

76.2%

３　ポータルサイト
は知っていたが利
用したことはない

18.2%

２　１回利用したこ
とがある
2.9%

１　２回以上利用し
たことがある

2.7%

 
    



問 11 食の安全・安心の確保においては、消費者と生産者の交流が重要な役割を持ち、農

林漁業者のもとで行う農林漁業体験は、その大きな機会と言えます。 

  あなたは、これまでに農林漁業者等のもとで、栽培体験や収穫体験を行う農林漁業

体験に参加したことがありますか。（回答数は１つ） 

ｎ＝555（回答数１）

２　１回参加したこ
とがある
4.7%

１　２回以上参加し
たことがある

9.9%

３　参加したことが
ない
85.4%

 

 

問 11－２ 問 11 で「１ ２回以上参加したことがある」または「２ １回参加したことがある」を選

択された方に伺います。農林漁業体験に参加したのはどのような機会ですか。

（回答数は１つ） 

ｎ＝81（回答数１）

２　JAや直売所が
主催する体験

45.7%

３　その他
32.1%

１　幼稚園、保育
園、学校等の行事

22.2%

 



問 11－３ 問 11 で「３ 参加したことがない」を選択された方に伺います。今まで参加しなか

った主な理由は何ですか。（回答数は１つ） 

ｎ＝474（回答数１）

４　その他
5.9%

２　参加する機会
はあったが、都合
がつかなかったか

ら
5.7%

３　特に参加して
みたいと思わない

から
46.8%

１　参加する機会
がなかったから

41.6%

 
  

問12 あなたが、県から食の安全・安心に関する情報を得る場合、どのような手段で入手しよ

うと思いますか。（複数回答可） 

ｎ＝555（複数回答可）

64.5%

42.5%

31.7%

58.7%

7.0%

7.4%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

１　県民だより

２　県のホームページ

３　リーフレット、パンフレット

４　新聞、テレビなど

５　大規模な講演会、シンポジウムな
ど

６　少人数の講座や勉強会

７　その他
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問13 食の安全・安心を確保するために、あなたが今後県に望むことは何ですか。（複

数回答可） 

ｎ＝555（複数回答可）

63.1%

52.3%

51.5%

53.7%

17.1%

21.6%

33.5%

4.3%

1.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

１　食品の安全性に関する情報の提供

２　食品関係事業者に対する監視指導の強化

３　食品の検査の充実

４　地産地消の推進

５　消費者と事業者、行政が意見を交換できる
機会づくり

６　食の安全・安心に関する学習機会の設定

７　食育活動（健全な食生活を実践する活動）
の推進

８　特にない

９　その他

 

 

問 14 食の安全・安心について日頃お気付きの点があれば、ご自由にお書きください。

（500 字以内） 
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